
SSS32-P02 会場:コンベンションホール 時間:5月 22日 18:15-19:30

断層露頭の観察に基づく黒松内低地断層帯の活動性
Paleoseismic activity of the Kuromatsunai teichi fault zone, based on fault outcrop obser-
vations
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黒松内低地断層帯は，北海道南西部の寿都湾と内浦湾をつなぐ低地帯（黒松内低地）に発達する南北約 32kmの長さに
およぶ逆断層帯である．本断層帯は，相対的には西側隆起を示すが，断層帯を構成する各活断層の変位センスは低地内
にみられる大小の高まりや凹地と調和的で，波状の変形や逆向きの断層崖を伴う．また，各断層の長さは 3-4km程度の
短い断層から構成され，北半部では，低地帯と東側山地との境界に沿って，南半部は，西側山地と低地帯の境界に沿う
ように配列する．このような黒松内低地帯の活断層に対して，地震調査研究推進本部（2005）では，低地帯の活断層が
一括で活動し，おおよそマグニチュード 7.3程度の地震を発生させる可能性があると評価している．
筆者らは黒松内低地帯の 2地点で断層露頭の観察を行った．ひとつは地震調査推進本部（2005）で“熱郛原野付近の

断層”とされた断層トレース沿いに出現した露頭で，新期の河川性堆積物が変位している．従来，黒松内低地断層帯の最
新活動時期は，蕨岱地点で得られた約５千９百年前以後、約４千９百年前以前のみであったが，本露頭の観察結果からこ
れよりも新しい時代の活動が推定された．もうひとつは，長万部公園を流れるフラノベツ川右岸に出現した露頭で，こ
こでは最も山よりの逆断層にともなって，やや固結した砂層（約 40万年前頃の知来川層に対比される可能性が高い）が
南東側に傾斜（撓曲変形）する様子が観察された．従来，この地点には写真判読から活断層が図示されていたが，今回，
その内部構造を観察することができた．また，類似の変位は完新世の地形面にもおよんでいることが明らかとなった．
　既存の調査結果を踏まえると，熱郛，蕨岱，長万部と 3地域で完新世に少なくとも 1回以上の活動が推定される．黒

松内低地断層帯の活断層分布は複雑であること，熱郛原野付近の断層で得られていた最新活動時期は蕨岱断層のそれよ
りも優位に若く，一致しない．このことはそれぞれが別の活動によるとも考えられる．今後，年代測定試料を補足する
など古地震の履歴解明に努めるとともに，複雑な分布形態をなす活断層群が構造的にどのような関連性を持っているの
か検討する．
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